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内 容 梗 概

トランジスタは,真空管に比べて種々の特上主を右一し,搬送装置に使用しても多くの利点が得られるの

であるが,その使用しうる周波数･Ⅲ力などが限られているために,適川範囲ほ簡易通信線搬送装置の

城を出なかった｡

しかるに,最近,し】立製作所において,遮断周波数の高いトランジスタ TA-11や大出力のトランジ

スタ TA-12の完成をみ,ついに電力線搬送装置のトランジスタ化に成功した｡

本文においてほ,その代表的な例として,T-3型トランジスタ搬送電話装置およびPJ-27型トラン

ジスタ搬送装置について,その概略を紳介してある′-,

】.緒 言

トランジスタを搬送装置に使用した場合に得られる利

点を要約してみると,次のようになるであろう｡

(1)所要電力が僅少である〔ノ低圧直流電源があれば動

作する｡

(2)寿命が半永久的であって保守に手間がかからな

い｡

(3)装置が小型になる｡

これらの特長を生かすことのできる機種としてまず考

えられるのは,末端回線に主として使用される簡易搬送

装置である｡この瞳の 置は,常時十分な保守を望み得

ないので,無保守･無調整で動作することを要求される

のであるが,トランジスタはその要求にはうってつけで

ある｡さらに,低圧直流 源によって動作し,かつ所要

電力が僅少であるということは,既設の交換機などがあ

る場合,その電源を共用することができることを意味す

るので,電源設備,なかんづぐ予備 源設備に要する費

用が節減され,簡易装置としてほ非常に有利となる｡装

置が小壁けこなるということも,特別な設置場所を必要と

しない点で,みのがせない利点である｡日立製作所がこ

のたび北海道電力株 会社よりの御指導を得て製作した

T-3 塾トランジスダ搬送電話 置i･ま,このようなl~柑勺

をもったもので,単にトランジスタ化したばかりでなく,

方式上でも簡易装置に適した考慮が払われている｡

次に,†ランジスタの特色を化かすほかの方面として,

近来とみに採用される機 にある遠隔監視制御の分野が

ある｡たとえば,無人発電所を運転するための遠隔監視

制御用電力線搬送装置としてほ,無事故,無障害というこ

とが要請されるのであって,真空管をトランジスタに置

きかえることによって,真空管劣化による降雪を完全に

除去することができる｡また,この櫨の装置ほ停電時に

おいても完全に動作することを要 されるので,予備電

*
日立製作所戸塚⊥場

康*

源装閻ほ不可欠のものであるが,予備電源は一般に施設

設費巾の大きな部分を占め,かつ統計的にみて 故率

も高いので,トランジスタの所要電力僅少という特長は

この面においても事故の減少

ある｡口立

での
､だ役掛節の費

作所がこのたび,東北電力株式会社よりの御

指導を得て製作した PJ-27型けランジスタ電力線搬送

装置ほ,このような目的にそって設計された装置であ

る｡

2.T-3型トランジスタ搬送電話装置

2.1設計方針

本装置は,主として末端回線に簡便に施設して,

連絡や保線連絡に使用することのできる簡易装閏として

設計された｡

2.1.1伝送線路

したがってまず伝送線路としては,送電線はもとよ

り配電線や架空裸通信線なども使用しうるよう考慮さ

れており,下は10kcから上は450kc までの範囲の

任意の周波数を使用することができるようになってい

る｡

2.1.2 通話路数

通話路数は必要に応じて任意にとれるように,装置

は1通話路を単位として構成した｡

2.1.3 信号方式

信号方式は,種々の回線に適合することが望まれる

ので,搬送波断続による直流インパルス伝送方式と

し,終端用継電器盤の入れ換えによって下記各種1日l繰

のいずれにも適合させ得るようにした｡

16c/s符号呼出回線(磁石式電話機相互間)

共電式直通回線(共電式電話機相互間)

拡声器呼J[‡回線(拡声器付電話機相互間)

磁石式,共電式あるいほ自動式電話回線の加入

者線

局間中継縦
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2.1.4 保?､1:

保守としてほ,常時知保守を原則とLた｡したがつ

て,構造はプリント配筋搬を主体としたプラグイン方

式とL.,万一故障が てもプリント配縦板一甲位で止

検交換ができるようにLた｡また電源はAClOOVま

たほ200Vのいずれをも使川しうるようにし,かつ,

停電の はド1動的に電池に切り換わるようになってい

る｡

2.2 特 長

本装置の粕長を列挙すれば~F■記のとおりである｡..

2.2.1 全トランジスタ化

終段増幅器を含めてすべての回路をトランジスタ化し

た｡このために日立製作所小火研究所において新たに削

発した高周波川トランジスタTA-11(HJ-41)およびてi■f上

山カトランジスタTA-12(HJ-43)を佐川しているし)ま

たトランジスタ化に伴い,変成絹などの耶品も,これに

ふさわしい小型なものを開発し,かつこれらの部品の取

り付けにはプリント配線を施したベークライト似を位川

しえ二｡

2.2.2 BSB方 ･通話路積 ね型

変調方式としては,但I路構成が故も簡叩なBSBノノ式

を採用している｡また1通話路をj~勘隼とLて構成してあ

るので,通話路数が不足の場合には本装閏を槌ネ雇ねて

任意の通話路数が得られる｡

2.2.3 搬送波断続 ｢号方式

信号方式としてほ搬 波断統力式をとり,いり一発振帯

雛2図 T-3型3通話路トランジスタ搬送電

話装岡外観

ち′i3園 丁一3型トランジスタ搬送電話装置の

プラグインパネル

を倹約Lて回路の簡豪化を図ってある｡また信号受信リ

レーにほ,ぷ制的な調整を必要とする有極リレーを避け

二収り扱いミ･こ便ならしめている｡

2.2.4 サ･-ジアブソーバ

1､ランジスタ装置であるため,サージ電圧など線路か

ら入る異常電圧に対し装置を保護する必要があるが,こ

のL_柑勺のためにほ高性能のシリコンバリスタを使用して

いる｡

2.3 構造および構成

本装躍ほキャビネッ†型の筐体に収容した本体と壁掛

型の保安器とからなっている｡

2.3.1本 体

本体は機能別に分かたれた数個のブロックよりな

り,各ブロックは筐体にプラグインされ,点検･調整
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第4図 T-3型トランジスタ搬送電話装眉の

プリント配線

に優なる構造となっている｡プラグインであるため,

万一故障が起った場合にはあらかじめ周意された予備

ブロックと交換し,障害ブロックの点検･修理を行う

ことができるので,保守を集中化しうる｡また各ブロ

ックのうち主要回路は,プリント配線板で構成されて

いるので, 配線による事故ほ絶無となりコス1､低減

にも役だっている｡筐体はキャビネット塾の小型

なもので,卓上そのほか任意の場所に設置することが

できる｡

2.3.2 保 安 器

本装置は,送電線,配 線,通信線のいずれにも適

用しうるのであるが,本体を 準化して置くためi･こ,

これら線路との結合装置ほ別設置を建前としている｡

すなわち通常,線路インピーダンスと装置インピーダ

ンスとを整;合せしめる絶 変成器,異常電圧に対する

保安器,トランジスタを線路よりくるサージに対して

保護するサージアブソーバなどを一括して壁掛型の保
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安器盤としている｡送電線と接統するためにほこのほ

か結合蓄電器･結合折渡器などを必要とし,通信線と

接続するためには線路折渡器を必要とする｡

2.4 性能および試験結果

(1)伝送力式

搬送波送出両側帯波伝送方

送信レベル
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標準変調度は朗てある,

第5図 T-3型トラソジス㌢阻送滝諸装置レベルダイヤグラム

式(BSB方式)

(2)通信方式

同時送受話方式

(3)信号方式

搬送波断続信号方式

(4)送信出力

時 +15二dbm

(5)受信入力

-5dbm

(6)自動利得調整

受信入力機準十5db～¶15

dbの変化に対し圧縮率20

%以内 なお半固定入力調

整 士10db可能

(7)装置インピーダンス

搬送周波帯 75Q

音声周波帯600Q
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(8)残留損失

2線式終端の場合8db

(9)変調度

21Vよi)Odbmの送り込みに対し60%

(10)通話苗威

300～2,300c/S

(11)残留損失偏差

_h訂帯域内において3db以内
(12)搬送周波数安定

1×10~4以内

(13)

標準周波数配置における同系列間の漏話減衰ぶは

71

力 線 搬 送 装 置 859

50db以上,異系列間の漏話減衰量は30db以上

の線路損失を隔てて設置した場合50db以上

(14)装

信号対雑音比50db以上

(15)鳴斉安定度

2Wを400nにて終端した場合12db以上

(16)音声周波ひずみ率

25db以上

(17)絶合直線性偏差

標 レベル+3.5db～r30dbの範囲にて総合直

線件の偏差ほ±2db以内

3.PJ_27型トランジスタ電力線搬送装置

3.1設計方針

雀は遠隔制御監視用の電信路と電話1通話路とを

共有する電力縦搬送端局装間であり,給電指令所･発変

電所間などに施設して発変電開閉所の遠隔制御監視およ

寺川通話を確保するための装置である｡したがつ

て装置の安定確瑛な動作を第一の条件として設計されて

いる｡

3.1.1伝送緑聯

伝送緑路は送電線であるが,本装置の使用される目

的から考えて卜記のような条件を想定した｡

(1)線路送｢11周波数ほ50､250Kcの範囲内で選ば

れるこ

(2)伝送損失は20db程度であるが,開閉

(3)

の操作

などによって+10db､一5db程度の変化があ

る｡ただし,ハンビングは使用澤域内で十分無

視できるものとする｡

断器サージなどの線路難晋として,大きさ

士100c./s持戒当り +10dbm持続時間 20ms

程度のものを考 する｡このような衝撃に対し

ても装跡ょその機能を失なわないようにする｡

3.1.2 イ.一得伝送矧F亡との受け渡し規準

従来,遠隔制御監視用の送受量装置と電力線搬送端

局装置との受け渡し規準はまちまちであったが,遠隔

制御監視系統が大規模となり相互に関 をもってくる

と,槌々不郁告が起ってくる｡したがって,これに対

する考え方を統一することとし送受量装置と端局装

置との受け渡しは電話回線における4線式交換機と端

置との受け渡しに準ずるものとして,送品側の受

け渡しレベルほ総合電ソJ-8dbm受量側の受け渡し

レベルは総合 力 Odbmまたこれらに対するピーク

率ほ伝送信号の特殊性にかんがみて8dbと定めた｡

3.1.3 信号方式

本装置に接綻される電話ほ給電専用を原則とするた

め,リングダウン方式による単独加入とするが,四線
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式中継および1､-ルオイヤルも行い得るよう考慮し

た｡

3.2 特 長

本装置の特長を列 すれほ下.･㌻dのとおりである

3･2･1トランジスタ化による保守の簡易化

最終段増幅器を除くすべてのい】l路をトランジスタ化

し,また電瀕にほすべてセレン整流器を川いることに

より,真空管劣化による事故を極度に減少せしめた｡

3･2･2 トランジスタ化による電源の簡易化

トランジスタ化により所要電力は著しく減少し,そ

の結果~予備電源装置も簡単となった｡従来予備電源装

芭の設備費が総施設費の大きい部分を占めており,か

つその事故率も高いことにかんがみて,このことほ事

故を減少せしめるのに役だっている｡

3･2･3 水晶炉波器使用による川路の簡 化

通話路分離炉波器,監視電流選択炉波宕割こ水晶炉波

器を便川した

路構成ほ簡

来,変調復調はそれぞれ一段となり回

化された｡

3.3 横

木装置はC.

520mmの筐体不

造

C･Ⅰ･F･勧て二子に基く奥行 225mm,幅

造で,各鹿ほプラグイン構造となって

いる｡さらに主要回路ほオクタルソケットを有するブロ

ックよりなっており,各ブロックほ差L｣負えが可能で,

故障の際にも交換点検は迅速に行うことができる

本装置はトランジスタを使川したため非常に小型であ

り,高さを電力川配電盤に合わせて2,300mmとした場合

にも空パネルができるので,これを利川して送受合計8

量分の信号伝送 置を同一架に組み込むこともできる｡

第 1 表

～壬/

注/

規準低周波入力レベル

･ll一 可 odbm(2Win)

残 留 損 失

一8db

残留損失偏差

3db以内

+8db(2W･→2W) 5db以内

3.4 性能および試験結果

(1)伝送方式

片側市波伝送カよ

ぐ2)通イii方式

同時送受Hおよびl胡鞋温受話

(3.)線路送fl圧町力

(電f.i)+30dbm(総合)

(電話)+20dbm

(4)標準線路損失

20db

(5)線路送=周波数

50､200Kcにおける10Kc間隔の憤準周波数配

置による中心周被教士2.5Kc

(6)有効伝送一帯域

(電H)300～2,400c/s

(電話)300～2,000c/s

(_7J.規準低周波入力レベル,残留損失,残留損失偏ぷ

第1表のとおり

(8)漏信および漏謂局:(雅晋を合む)

電話路2Winに測宮2号A擬似音声発生器=

力を一10dbmで送り込んだとき,電信路出力

端子における無評価値-30dbm以下

72
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第13図 PJ-27型総合周波数特性(CH-1)

簡

周波数(〝どノ

第14撰1PJ-27塑総合周波数特件(CH-2)

(電信→電話)

電信路入力端子に平均電力ー8dbmの十分白

い雑音を送り込んだとき,電話路 2W outに

おける2サA雑市電匠測定器による評価伯

-58dbm以ド

(電信→電信)

前記(電f.ト電話)の送り込みの条件の~Fで,

電=路日ソ｣端子における無評価値-30dbm以

下

(9)底線牲,ひずみ率,線路送日高儲髄レベル

(電い)

電†ト;路入力1,000c/s-8～Odbmに対して,

電H路出力 0√-､-′･十8dbmの十分な直線性を有

し,かつ低周波ひずみ率石･ま入力600c/s-8dbmに

対して25db以_卜

(電話)

2W入力1,000c/sO～十6dbmに対して,2W

刑カー8･～一2dbmの十分な直線性を有し,か

つひずみ ほ20db以上

(線路送出高調波レベル)

(8)と同じ負荷条件にて,l~一月系列他装置に対す

信およぴ 話量は(8)と同程度

(10)鳩首安定度

2W400n純祇扶終端において12db以上

力 線 搬 送 装
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入刀レぺル(〟J

第15図 Pト27塑総合過負荷特性(CH-1)

-/7 -〃 -β
イ イ

入力レペニル(JムJ

第161渓1PJ-27型総合過負荷特性(CH-2)

ガ ブJ

線謂損失〔J占J

第17図 PJ-27型 AGC特性

(11)同期方式,同期ずれ

独立同期方式にして(14)の条作の下において同

期ずれは5c/s以内

(12)電話の信号方式

帯域外1周波(2.35Kc)による知通荊吋送汁i方
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(13)正伸器,AGC

電話路に圧縮

日 立 評 第40巻 第7号

を･伸長率2の圧伸器を有すると
ともに,装置全体にほ線舶失20±1gdbの
動を15%以内に圧縮するAGCを有する｡

(14)電源 圧,周囲温度

電源電圧ほ単相 50c/s 200土10V,周囲温度ほ

0～400Cとし,両端局の相対温度差ほ150C以内と

する｡

(15)電源装置

金属整流紹を用いたオールエリ

端局装置に自蔵する｡

(16)障告の

ネータ方式で,

下記の場合に警報を発し表示ランプを点灯する｡

(i)可 片断

(ii)線路損失20±1冒db以上の変動

(第60頁より続く)

寄 稿 先

4.結 言

以上,日立製作所が最近完成した1､ランジスタ電力線

搬送装置2穐をあげてその概略を紹介した｡なにぶんに

もトランジスタほ現在発展の途上にあり,その進 に伴

って装置の力も改良を重ねてゆくつもりであるが,より

よい 晶を完成するために, 賢の有益な御批判をいた

だけたならば幸である｡粕にPJ-27壁往こついては,最終

増幅管をもトランジスタによつで置き換えるべく,鋭意

努力中であるこ

終りに,これら装置を製作する機会を与えられた東北

電力株式会社ならびに北海 力株式会社に厚く感 の

意を表する｡また装置の設計,製作に当って瞳々の有益

な御助言を賜わった東北電力株式会社植田氏(当時),

景山氏ならびに北海道電力株式会社三好氏に対し厚く御

礼を佃しLげる

日 立製作所社員社外寄稿一覧表

公 論

業

社会

鉄 道 通 信 協 会

日 刊_L二業新聞社

共立出版株式会社

オ ー

日 本 化

社
会

成樹脂~｢業技術研
会

日 本 金 属 学

刊
本

日

日

業工

物

日本学術

シ∵ンポジウム係

日 * 機 械 学

日本学術 会議原子力
シンポジウム

C/o
H.Mark Poly-

technic Institute

Of Brooklyn,Broo-

klyn2.New York

電

電
｣】二

気 書 院

ク ロ ス

圧

北 天 井 照

器
明

交 換 機 の 話 第4章､第7章

低速掃引を用いた光電導撮像管の過渡レスポンス

5･1F 回 路 お よ び 検 波 回 路 6.AGC 回 路

最近の磁性材料の進歩の弱電機器に及ぼす影響

還元性金属不純物含有ニッケルによるアルカリ土類酸化物
の還元について第2報BaO,SrO,CaOのニッケルに対
する反応性の比較

(昭和33年4月受付分)
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空乾性塗料用ポリエステル樹脂の特性について 絶縁物工場

クロム鋼の研究(第4報)クロム鋼の諸性質に及ばすSiと 中央研究所
Fe の影響について
プ ラ ズ マ か ら の 棺射

Studies on the Evaporation ofLithiumIons by}中央研究
SurfaceIonization

中 性 子 束 の 絶 対 測 定二i中央研究所
｢⊥,l

近似非線形最適制御方式およびそのサンプリング計算制御!中央研究所

一定熱出力運転の際の燃料消費!小央研究所
HydrogenBondchainsinPolyvinye

AIcohalandits十い大研究所
Dielectric Relexation
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